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駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
　
第
三
十
四
号
　
二
〇
〇
六
年
三
月

一
　
は
じ
め
に

親
鸞
を
讃
仰
し
た
超
国
家
主
義
た
ち
（
二
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
木
村
卯
之
の
道
元
・
親
鸞
比
較
論
―

石 

　
井
　 

公 

　
成
　
　

　
道
元
を
近
代
思
想
の
立
場
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
和
辻
哲
郎
の
「
沙
門
道
元
」
に
始
ま
る
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
る
。
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）か
ら
同
十
二
年（
一
九
二
三
）に
か
け
て『
新
小
説
』、つ
い
で『
思
想
』誌
に
連
載
さ
れ
た
和
辻
の
論
考
は
、『
日
本
精
神
史
研
究
』

（
岩
波
書
店
）
に
収
録
さ
れ
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
道
元
を
「
一
宗
の
道
元
」「
宗
祖
道
元
」
で
な
く
、「
人
類
の
道
元
」

「
我
々
の
道
元
」と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
こ
の
新
鮮
な
論
考
は
、大
い
に
話
題
を
呼
び
、以
後
盛
ん
に
な
る
道
元
研
究

の
呼
び
水
と
な
っ
た
。「
沙
門
道
元
」
が
読
書
界
と
曹
洞
宗
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
鏡
島
寛
之
「
道
元
禅
師
研
究
の
動
向
・
回
顧
」（
道

元
禅
師
鑽
仰
会
編『
道
元
禅
師
研
究
』、昭
和
十
六
年﹇
一
九
四
一
﹈）が
、曹
洞
宗
門
に
身
を
置
く
者
と
し
て
の
痛
烈
な
反
省
と
危
機
感
を
込
め

（
１
）

つ
つ
見
事
に
描
い
て
い
る
。
六
十
年
以
上
前
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、視
点
の
広
さ
と
問
題
意
識
の
鋭
さ
の
点
で
は
、今
も
こ
れ
を
越
え
る
論
評

は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
鏡
島
は
、
明
治
維
新
以
後
、
日
本
の
宗
教
家
を
見
直
し
た
文
化
人
た
ち
は
空
海
、
日
蓮
、
親
鸞
を
評
価
す
る
の
み
で

あ
っ
た
と
し
、
高
山
樗
牛
の
日
蓮
主
義
や
『
歎
異
抄
』
に
基
づ
く
倉
田
百
三
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
が
世
間
に
与
え
た
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」

の
強
烈
さ
を
回
顧
し
た
の
ち
、
そ
れ
に
反
し
て
道
元
を
知
る
者
は
稀
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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た
ゞ
、
こ
の
間
に
あ
つ
て
、
一
代
の
碩
学
村
上
専
精
博
士
の
「
仏
教
統
一
論
」
と
、
大
川
周
明
博
士
の
「
日
本
文
明
史
」
が
、
わ
ず
か
に
道

元
禅
師
に
そ
の
頁
を
さ
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
道
元
禅
師
発
見
の
黎
明
の
鐘
は
、
や
が
て
、
大
正
の
末
年
、
和
辻
哲
郎
博
士
の
「
沙

門
道
元
」
の
一
篇
に
よ
つ
て
、
漸
く
鳴
り
響
い
た
の
で
あ
る
。（
三
四
五
│
三
四
六
頁
）

　　
し
か
し
、宗
門
以
外
の
人
物
に
よ
る
道
元
論
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
で
あ
っ
て
西
洋
の
宗
教
や
文
学
に
通
じ
て
い
た
金
子
白
夢
の『
正
法

眼
蔵
』
解
釈
を
初
め
と
し
て
、
大
正
初
年
か
ら
少
し
づ
つ
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
大
正
三
年(

一
九
一
四)

に
は
、
西
洋
好
き
で

あ
り
な
が
ら
国
家
主
義
的
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
三
井
甲
之
が
、ど
ち
ら
も
二
頁
の
短
篇
で
は
あ
る
も
の
の
、ベ
ル
グ
ソ
ン
に
基
づ
い
て

「『
一
心
』と
い
ふ
概
念
よ
り
も
、さ
う
い
う
静
的
の
本
質
的
の
考
よ
り
も
…
…
作
用
を
た
よ
る
」自
分
た
ち
の
先
人
の
一
人
と
し
て
道
元
を
崇

敬
す
る
と
説
く
「
道
元
の
正
法
眼
蔵
弁
道
話
」（『
人
生
と
表
現
』
六
巻
一
号
、
一
月
）、
お
よ
び
、
道
元
の
時
間
論
は
Ｗ
・
ヴ
ン
ト
と
ベ
ル
グ
ソ

ン
の
哲
学
を
思
わ
せ
る
と
明
言
し
、
親
鸞
・
道
元
の
宗
教
を
「
文
化
の
宗
教
」
と
称
す
る
「
親
鸞
日
蓮
道
元
の
信
の
一
瞥
」（
同
、
六
巻
二
号
、
二

（
２
）

月
）
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
時
代
の
半
ば
か
ら
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
を
始
め
て
い
た
橋
田
無
適
（
邦
彦
）
は
、『
生
理
学
余
外
集
』
誌
に
連

載
し
て
い
た
「
正
法
眼
蔵
の
手
引
き
」
の
第
三
回
目
（
三
巻
七
号
、
昭
和
十
二
年
﹇
一
九
三
七
﹈）
に
お
い
て
近
年
の
道
元
研
究
を
紹
介
す
る
に

当
た
り
、
和
辻
の
「
沙
門
道
元
」
に
触
れ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

マ
マ

同
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
発
表
さ
れ
て
居
る
も
の
で
道
元
が
よ
く
把
ま
れ
て
居
る
と
思
は
れ
る
も
の
は
木
村
卯
之
介
氏
の
正
法
眼

蔵
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
…
…
殊
に
著
者
が
「
正
法
眼
蔵
有
時
」
を
道
元
禅
師
思
想
の
基
調
と
し
て
取
り
上
げ
、
殊
に
「
現
成
公
案
」
に

就
い
て
私
釈
を
試
み
て
ゐ
る
こ
と
は
見
識
の
非
凡
な
る
所
を
示
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。（
五
―
六
頁
）

　
　
　
　

　
確
か
に
、木
村
卯
之
は
、和
辻
以
前
か
ら
曹
洞
宗
学
や
仏
教
史
学
と
は
無
縁
の
立
場
で
道
元
を
研
究
し
、甲
之
に
負
う
所
の
多
い
小
文
を
発
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表
し
て
い
た
。「
沙
門
道
元
」
に
対
す
る
批
評
も
書
き
、
以
後
も
し
ば
し
ば
道
元
に
関
す
る
私
見
を
雑
誌
に
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
大
医

学
部
の
生
理
学
の
教
授
で
あ
っ
た
橋
田
の
こ
の
紹
介
は
、橋
田
を
中
心
と
す
る
生
理
学
者
の
同
人
誌
の
よ
う
な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
、あ

ま
り
目
を
引
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
右
の
部
分
を
含
む
道
元
研
究
史
概
観
は
、
後
に
僅
か
な
訂
正
を
加
え
て
、
橋
田
『
正
法
眼
蔵
釈
意
　
第

一
巻
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和
十
四
年
﹇
一
九
三
九
﹈）
に
収
録
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
鏡
島
は
先
の
論
文
で
は
、
こ
の
第
一

巻
と
第
二
巻
に
言
及
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
た
め
、
当
然
、
橋
田
の
こ
の
礼
讃
を
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
橋
田
は「
沙
門
道
元
」
に

つ
い
て
は「
一
読
に
値
す
る
文
章
で
あ
る
」と
評
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
た
め
、木
村
卯
之
の
方
を
高
く
買
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
鏡
島
だ
け
で
な
く
、
以
後
の
人
々
に
よ
る
道
元
研
究
史
の
類
に
あ
っ
て
も
、
甲
之
へ
の
言
及
は
な
く
、
卯
之
も
十
分
注

意
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
以
後
の
道
元
研
究
を
整
理
し
た
近
年
の
労
作
「
道
元
関
係
研
究
文
献
年
表 

1868
年
〜

1995
年
３
月
」（
熊
本
英
人
編
『
道

元
思
想
体
系
』
二
十
二
巻
別
巻
、
一
九
九
五
年
）
に
至
っ
て
も
、
卯
之
の
著
述
に
つ
い
て
は
、

　　
　「
道
元
の
研
究
」（『
東
亜
之
光
』
十
九
巻
七
号
、
大
正
十
三
年
﹇
一
九
二
四
﹈）

　
　「
道
元
と
親
鸞
」（『
東
亜
之
光
』
二
十
一
巻
五
号
、
昭
和
二
年
﹇
一
九
二
七
﹈）

　
　「
親
鸞
道
元
の
思
想
信
念
よ
り
見
た
る
神
社
問
題
」（『
原
理
日
本
』
六
巻
七
号
、
昭
和
五
年
﹇
一
九
三
○
﹈）

　
　『
道
元
と
日
本
哲
学
』（
青
人
草
社
、
昭
和
十
二
年
﹇
一
九
三
七
﹈）

　の
四
篇
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
卯
之
は
「
沙
門
道
元
」
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
和
辻
の
「
入
宋
求
法
の
沙
門
道

元
」（『
新
小
説
』、大
正
九
年
﹇
一
九
二
〇
﹈）よ
り
後
に
な
っ
て
か
ら
道
元
に
つ
い
て
書
き
始
め
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
短
編

な
が
ら
、
卯
之
は
そ
れ
以
前
か
ら
次
の
よ
う
な
論
考
を
発
表
し
て
い
た
。
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　「
道
元
の
「
有
時
」
よ
り
」（『
人
生
と
表
現
』
大
正
五
年
﹇
一
九
一
六
﹈
四
月
号
）

　
　「
道
元
の
歴
史
哲
学
│
『
曹
洞
宗
宗
意
私
見
』
を
よ
み
て
│
」（『
新
日
本
主
義
』
大
正
六
年
﹇
一
九
一
七
﹈、
号
数
不
明
）

　
　「
尽
力
経
歴
」（『
中
央
仏
教
』
大
正
七
年
﹇
一
九
一
八
﹈
十
一
月
号
）

　
　「
道
元
の
教
育
原
理
」（『
親
鸞
と
祖
国
』
大
正
八
年
﹇
一
九
一
九
﹈
八
月
号
）

　
こ
の
う
ち
、
最
初
の
論
考
は
、
道
元
の
根
本
立
場
を
「
有
時
」
の
思
想
の
う
ち
に
見
出
し
、
道
元
の
説
く
坐
禅
は
手
段
で
は
な
く
、
目
的
と
し

て
の
「
全
的
生
活
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
「
道
元
の
歴
史
哲
学
│
『
曹
洞
宗
宗
意
私
見
』
を
よ
み
て

│
」
に
至
っ
て
は
、
忽
滑
谷
快
天
の
『
曹
洞
宗
宗
意
私
見
』（
鴻
盟
社
、
大
正
四
年
﹇
一
九
一
五
﹈）
を
「
全
体
に
於
て
通
俗
な
お
説
教
式
で
あ
る
」

と
評
し
、概
念
で
は
な
く
人
を
重
ん
じ
た
道
元
の
意
図
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
お
り
、国
語
の
文
章
を
創
造
し
た
と
こ
ろ
に
道
元
の

意
義
を
認
め
る
と
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。道
元
が
日
本
語
の
表
現
能
力
を
大
幅
に
高
め
た
点
を
重
視
す
る
こ
と
は
、戦
後
に
な
っ
て
中

世
文
化
の
源
流
を
道
元
に
求
め
る
論
考
を
多
く
発
表
し
た
国
文
学
者
の
西
尾
実
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。西
尾
は
、大
正
初
年
に
村
上
専

精
の
講
義
に
出
席
し
、道
元
の
文
章
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
の
を
聞
い
た
時
の
感
動
を
、老
齢
に
な
っ
た
今
で
も
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
返
す
こ
と
が
で

（
３
）

き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
研
究
は
、
宗
門
の
発
想
か
ら
は
出
て
こ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
卯
之
の
着
眼
は
早
い
。

　
そ
う
し
た
卯
之
が
な
ぜ
注
意
さ
れ
ず
、
和
辻
が
道
元
の
再
発
見
者
と
さ
れ
る
の
か
。
む
ろ
ん
、
卯
之
は
無
名
の
在
野
思
想
家
、
歌
人
で
あ
っ

て
、社
会
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
は
和
辻
に
遠
く
及
ば
な
い
。
し
か
し
、こ
こ
ま
で
無
視
さ
れ
る
に
は
、何
か
し
ら
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
、近
代
的
な
道
元
研
究
の
面
で
出
遅
れ
た
曹
洞
宗
門
と
し
て
は
、出
し
抜
か
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
当
た
っ
て
は
、東
大
の
哲
学
科
を

出
て
京
都
大
学
助
教
授
と
な
り
、日
本
の
伝
統
の
再
発
見
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
著
名
な
才
人
学
者
、和
辻
哲
郎
を
そ
の
第
一
候
補
と
し
た

か
っ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
鏡
島
が
、
和
辻
以
前
の
近
代
的
研
究
と
し
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
一
代
の
碩
学
村
上
専

精
博
士
」
と
「
大
川
周
明
博
士
」
の
著
作
に
限
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
無
く
、
村
上
は
東
大
で
長
ら
く
仏
教
を
講
じ
た
著
名
な
仏
教
史
学
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者
で
あ
り
、大
川
は
そ
の
東
大
の
印
度
哲
学
科
で
学
び
、多
様
な
研
究
で
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。戦
時
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
・

神
道
・
文
芸
な
ど
を
自
由
な
視
点
と
幅
広
い
知
識
に
基
づ
い
て
研
究
し
、「
音
楽
・
演
劇
・
文
芸
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
余
技
を
悠
然
と
し
て
楽

（
４
）

し
み
」、皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
論
集
た
る『
道
元
禅
師
研
究
』に
お
い
て
日
本
主
義
・
軍
国
主
義
に
縛
ら
れ
ず
に
道
元
研
究
史
を
概
観
し
て
の

け
た
鏡
島
は
、道
元
を
国
家
主
義
に
結
び
つ
け
て
論
ず
る
よ
う
な
風
潮
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
和
辻
は
、リ
ベ
ラ
ル
な
面
も
あ
っ
た

も
の
の
、尊
皇
思
想
を
日
本
の
伝
統
だ
と
強
弁
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
国
家
主
義
を
体
質
と
し
て
お
り
、大
川
周
明
に
至
っ
て
は

国
家
主
義
の
過
激
な
活
動
家
と
し
て
名
高
い
が
、「
沙
門
道
元
」
や
大
川
『
日
本
文
明
史
』（
大
鐙
閣
、
大
正
八
年
﹇
一
九
二
一
﹈）
の
「
宗
教
改
革

者
と
し
て
の
道
元
禅
師
」
に
限
っ
て
は
、
そ
う
し
た
面
は
強
く
出
て
い
な
い
。
鏡
島
は
、
大
川
が
す
ぐ
れ
た
後
輩
と
称
し
て
評
価
し
、
跋
ま
で

書
い
た
安
岡
正
篤
『
日
本
精
神
の
研
究
』（
玄
黄
社
、
大
正
十
三
年
﹇
一
九
二
四
﹈）
収
録
の
「
崇
厳
な
る
自
由
│
道
元
禅
師
の
生
涯
と
其
の
戒
法

│
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
触
れ
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
道
元
関
係
研
究
文
献
年
表
」
編
纂
の
中
心
と
な
っ
た
熊
本
英
人
も
、
国
家

主
義
を
好
ま
ず
、近
代
曹
洞
宗
と
国
家
主
義
と
の
関
係
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
研
究
者
で
あ
る
。鏡
島
や
熊
本
が
、和
辻
以
前
に
お
い
て
、

強
引
な
道
元
解
釈
を
行
な
っ
て
い
た
宗
門
外
の
国
家
主
義
者
の
書
く
も
の
に
十
分
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
。

　
し
か
し
、和
辻
の
本
は
日
本
の
精
神
史
の
研
究
で
あ
る
に
せ
よ
書
名
は『
日
本
精
神
史
』で
あ
り
、安
岡
の
本
は
題
名
通
り
完
全
に「
日
本
精

神
」
の
研
究
で
あ
る
。
大
川
の
書
に
し
て
も
、「
序
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
日
本
精
神
の
本
領
を
把
握
し
、
其
の
種
々
相
を
綜
合
統
一
し
て
、
一
貫

不
断
の
発
展
を
、組
織
的
に
叙
述
す
る
」
試
み
（
六
頁
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、実
証
的
な
仏
教
史
学
を
め
ざ
し
た
村
上
を
除
く
宗
門
以

外
の
道
元
研
究
の
多
く
は
、村
上
の
研
究
を
受
け
つ
つ
日
本
史
上
の
偉
人
を
顕
彰
し
、「
日
本
精
神
」を
発
揚
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
中
で
登
場

（
５
）

し
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
を
讃
仰
す
る
三
井
甲
之
が
、大
正
初
年
に
ご
く
簡
略
な
が
ら
道
元
に
つ
い
て
論
じ
た
の
も
、西
洋
思
想
に
匹
敵
す
る
哲

学
を
道
元
の
う
ち
に
見
出
し
、親
鸞
は
道
元
に
似
て
い
て
る
も
の
の
さ
ら
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
、日
本
の
優
越
を
説
こ
う
と
す
る
た
め
で

あ
ろ
う
。「
こ
の
一
小
論
文
が
、近
時
国
際
的
日
本
の
地
位
よ
り
し
て
覚
醒
せ
し
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
日
本
精
神
研
究
の
一
端
た
る
を
得
た
な
ら

（
６
）

ば
望
外
の
幸
で
あ
る
と
思
ふ
の
み
で
あ
る
」（『
道
元
と
日
本
哲
学
』、
青
人
草
社
、
四
十
八
頁
）
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
る
卯
之
の
「
道
元
の
研



－32－

親
鸞
を
讃
仰
し
た
超
国
家
主
義
た
ち
（
二
）（
石
井
）

究
」（『
東
亜
の
光
』
大
正
十
三
年
〔
一
九
二
四
〕
七
月
号
）
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
卯
之
の
道
元
研
究
は
、
そ
う
し
た
道
元
論
の
一
つ
と
し
て
、

和
辻
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、し
か
も
、「
沙
門
道
元
」と
同
様
に
西
洋
思
想
の
観
点
か
ら
道
元
を
見
て
い
る
点
で
、近
代
日
本
な

ら
で
は
の
道
元
研
究
と
し
て
注
意
す
べ
き
試
み
な
の
で
あ
る
。

　
卯
之
の
道
元
論
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、卯
之
が
道
元
を
し
ば
し
ば
批
判
し
て
い
た
た
め
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。亡
き
父
は
元
旦

（
７
）

の
書
初
め
に
は
道
元
の
言
葉
を
書
く
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
息
子
の
回
顧
が
示
す
よ
う
に
、卯
之
は
道
元
に
強
く
惹
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、

道
元
を
論
ず
る
と
な
る
と
、評
価
し
つ
つ
も
常
に
親
鸞
を
そ
の
上
位
に
お
い
て
日
本
の
特
色
の
解
明
者
・
体
現
者
と
た
た
え
、日
本
を
低
く
見

る
道
元
に
対
す
る
不
満
を
口
に
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
超
国
家
主
義
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
っ
た
若
き
仏
教
研
究
者
、

井
上
右
近
は
、そ
の
卯
之
に
出
会
っ
て
感
激
し
、卯
之
の
思
想
を
弘
め
る
た
め
に
青
人
草
社
を
創
設
し
て
次
々
に
卯
之
の
著
作
を
編
集
出
版
し

（
８
）

て
い
く
の
で
あ
り
、そ
の
井
上
の
感
化
に
よ
っ
て
親
鸞
を
讃
仰
す
る
超
国
家
主
義
者
の
和
歌
仲
間
に
加
わ
っ
た
の
が
、蓑
田
胸
喜
で
あ
る
。
蓑

田
は
、卯
之
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
三
井
甲
之
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、原
理
日
本
社
を
足
場
と
し
て
民
間
に
お
け
る
思
想
憲
兵
の
役
割

（
９
）

を
果
た
し
、
言
論
統
制
と
超
国
家
主
義
を
大
幅
に
促
進
さ
せ
た
。
卯
之
は
彼
ら
の
機
関
誌
『
原
理
日
本
』
に
も
し
ば
し
ば
寄
稿
し
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
卯
之
の
役
割
は
無
視
で
き
な
い
。

二
　
木
村
卯
之
の
生
涯
と
著
書

　
　
　
　

（
　
）

　
木
村
卯
之
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
研
究
が
ま
っ
た
く
な
く10

、ま
た
当
人
も
経
歴
に
つ
い
て
書
く
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、『
原
理
日
本
』十

巻
四
号
「
木
村
卯
之
氏
追
悼
号
」（
昭
和
九
年
〔
一
九
三
四
〕
三
月
）、
井
上
右
近
が
折
々
に
書
い
て
い
る
内
容
、
卯
之
の
書
簡
・
和
歌
に
見
え
る

記
述
な
ど
に
よ
っ
て
生
涯
を
概
観
し
て
お
く
。

　
木
村
卯
之
は
、
明
治
十
二
年
﹇
一
八
七
九
﹈
四
月
三
十
日
に
、
東
京
で
生
ま
れ
た
。
本
名
は
森
川
卯
之
助
。
筆
名
と
し
て
卯
之
を
用
い
る
よ
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う
に
な
っ
た
の
は
、三
井
甲
之
が
本
名
の
甲
之
介
の
上
二
字
を
と
っ
て
筆
名
と
し
た
こ
と
に
な
ら
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。父
親
の
瀧
三
は

お
能
の
梅
若
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、卯
之
は
能
を
た
し
な
み
、後
年
に
至
る
ま
で
能
を
東
洋
屈
指
の
芸
術
と
し
て

高
く
評
価
し
て
い
た
。
幼
く
し
て
松
本
鳶
斎
に
書
・
俳
句
を
習
い
、
十
代
後
半
に
橋
本
雅
邦
塾
で
画
を
学
ん
だ
。
絵
を
愛
好
す
る
こ
と
は
終
生

続
い
て
お
り
、
し
ば
し
ば
美
術
展
を
見
に
行
っ
て
い
る
。
随
筆
や
書
簡
で
は
、
ロ
ダ
ン
、
マ
チ
ス
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
レ
ン
ブ

（
　
）

ラ
ン
ト
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
、特
に
ミ
レ
ー
に
つ
い
て
は
手
紙
の
中
で「
私
に
は
ま
こ
と
に
し
た
は
し
く
存
じ
ま
す11

」と
述
べ
て
い
る

ほ
ど
で
あ
り
、
傾
倒
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
勉
学
の
面
で
は
、
実
用
英
語
教
育
の
名
門
で
あ
る
正
則
英
語
学
校
に
学
び
、
東
京
高
商
（
後
の

一
橋
大
学
）
に
進
ん
だ
。
十
代
半
ば
に
は
、
儒
教
・
仏
教
・
神
道
を
統
合
し
た
国
教
を
提
唱
し
て
伝
統
護
持
を
強
調
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
川

合
清
丸
が
主
催
す
る
教
育
機
関
、大
道
学
舎
の
寄
宿
舎
に
入
り
、二
年
間
学
ん
で
い
る
た
め
、国
家
主
義
的
な
傾
向
は
そ
の
頃
以
来
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
高
商
卒
業
後
、
日
本
郵
船
に
入
社
。
米
国
航
路
や
印
度
航
路
に
勤
務
し
、
船
中
で
親
鸞
に
読
み
ふ
け
っ
た
と
い
う
が
、
当
人
は
何

も
語
っ
て
い
な
い
た
め
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
は
東
洋
人
に
対
す
る
差
別
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、海
外
で
そ
う
し
た
不

快
な
体
験
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、そ
れ
は
国
家
主
義
に
傾
か
せ
る
一
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
木
村
家
の
養
子
と
な
っ
て
阪
神
に
住
み
、妻
が

す
ぐ
病
死
し
た
た
め
再
婚
し
て
神
戸
や
大
阪
の
支
店
に
勤
務
し
、後
に
東
京
本
社
に
移
っ
た
。人
生
の
問
題
に
煩
悶
し
て
親
鸞
と
道
元
に
う
ち

こ
む
う
ち
に
、『
人
生
と
表
現
』
誌
を
主
催
す
る
歌
人
、
三
井
甲
之
の
主
張
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
甲
之
と
手

紙
の
や
り
と
り
を
始
め
て
啓
発
さ
れ
、
以
後
、そ
の
同
人
と
な
っ
て
盛
ん
に
執
筆
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）に
は
、
甲

之
が
過
労
と
な
っ
た
た
め
に
中
断
し
て
い
た
『
人
生
と
表
現
』
の
編
集
・
発
行
を
受
け
継
ぎ
、
若
い
同
人
た
ち
か
ら
敬
愛
さ
れ
た
。
後
年
に
は

日
本
女
子
商
業
学
校
の
講
師
と
な
っ
て
英
語
や
経
済
学
を
教
え
、教
員
と
学
校
側
と
が
対
立
し
た
際
に
仲
間
の
教
員
た
ち
と
と
も
に
辞
職
し
、

甥
の
菓
子
屋
を
手
伝
っ
た
。
晩
年
は
病
に
臥
し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
月
二
十
二
日
に
藤
沢
町
で
没
し
た
。
こ
の
日
は
聖
徳
太
子
の
忌

日
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、井
上
は
追
悼
の
た
め
に
作
ら
れ
た
天
寿
繍
帳
に
な
ぞ
ら
え
て
、翌
年
に
卯
之
の
書
簡
集『
素
行
と
親
鸞
』（
青
人
草
社
）

を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
全
集
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の
外
護
者
と
し
て
、
蓑
田
や
松
本
彦
次
郎
な
ど
に
感
謝
し
て
い
る
。
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卯
之
が
生
前
に
刊
行
し
た
著
作
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。井
上
が
親
し
く
し
て
い
た
丁
字
屋
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
以
外
の
単
著
は
、

い
ず
れ
も
井
上
が
卯
之
の
思
想
を
弘
め
る
た
め
に
創
設
し
た
青
人
草
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　　
　『
綜
合
的
親
鸞
研
究
』（
丁
字
屋
書
店
、
大
正
十
二
年
﹇
一
九
二
三
﹈）

　
　『
信
の
こ
ゝ
ろ
│
木
村
卯
之
歌
集
│
』（
青
人
草
社
、
大
正
十
四
年
﹇
一
九
二
五
﹈）

　
　『
枝
葉
集
』 

（
青
人
草
社
、
昭
和
二
年
﹇
一
九
二
七
﹈）

　
　『
親
鸞
と
歐
洲
諸
思
想
│
第
二
枝
葉
集
』（
青
人
草
社
、
昭
和
三
年
﹇
一
九
二
八
﹈）

　
　『
女
性
と
信
念
│
第
三
枝
葉
集
│
』（
青
人
草
社
、
昭
和
四
年
﹇
一
九
二
九
﹈）

　
　『
芸
術
に
於
け
る
日
本
主
義
』（
青
人
草
社
、
昭
和
五
年
﹇
一
九
二
九
﹈）

　
　『
山
鹿
素
行
研
究
』（
青
人
草
社
、
昭
和
一
九
年
﹇
一
九
三
四
﹈）

　
　『
御
集
と
実
践
』（
小
島
朋
之
丞
と
の
共
著
。
み
を
や
社
、
年
代
不
明
、
未
見
）

　　
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
先
の
書
簡
集
以
外
で
は
、

　　
　『
親
鸞
と
現
実
探
究
（
木
村
卯
之
全
集 

分
冊
式
之
随
一
』（
青
人
草
社
、
昭
和
十
一
年
﹇
一
九
三
六
﹈）

　
　『
道
元
と
日
本
哲
学
（
木
村
卯
之
全
集 

分
冊
式
之
随
一
）』（
青
人
草
社
、
昭
和
十
二
年
﹇
一
九
三
七
﹈）

　
　『
道
元
と
日
本
哲
学
』（
井
上
右
近
編
、
丁
字
屋
書
店
、
昭
和
十
六
年
﹇
一
九
四
一
﹈）　

　
　『
山
鹿
素
行
研
究
（
木
村
卯
之
全
集 

分
冊
式
之
随
一
）』（
丁
子
屋
書
店
、
昭
和
十
七
年
﹇
一
九
四
二
﹈）

　
　『
親
鸞
傾
倒
録
』（
丁
字
屋
書
店
、
昭
和
二
十
四
年
﹇
一
九
四
九
﹈）
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が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
青
人
草
社
版
の
『
道
元
と
日
本
哲
学
』
は
、
卯
之
の
没
後
に
、『
総
合
的
親
鸞
研
究
』
に
収
め
る
論
考
も
含
め
て
、
道
元
に

関
す
る
卯
之
の
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
丁
字
屋
書
店
刊
行
の
『
道
元
と
日
本
哲
学
』
は
、
そ
れ
を
再
刊
し
た
も
の
。
橋
田
邦
彦
が
青
人

草
社
版
を
読
ん
で
称
揚
し
て
以
来
、
に
わ
か
に
読
者
が
増
え
た
た
め
、
井
上
が
、
本
書
を
評
価
し
た
橋
田
の
文
章
を
長
く
引
用
し
た
「
改
版
の

辞
」
を
付
し
、
出
版
社
を
改
め
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
親
鸞
信
仰
と
超
国
家
主
義
の
確
立

　　
卯
之
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
は
、京
都
深
草
の
大
谷
派
の
寺
で
育
ち
な
が
ら
、自
宗
の
僧
や
学
者
で
な
く
卯
之
の
文
章
を
読
ん
で
感
激
し
て

送
っ
た
井
上
右
近
の
手
紙
に
応
え
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
九
日
に
書
い
た
返
事
が
第
一
の
資
料
と
な
る
。
自
ら
の
過
去
を
語
る
こ
と

の
稀
な
卯
之
が
、
こ
こ
で
は
自
ら
の
苦
悩
と
信
仰
確
立
の
過
程
を
率
直
に
記
し
て
い
る
。
卯
之
は
、
三
井
甲
之
が
刊
行
し
て
い
た
『
人
生
と
表

現
』誌
に
一
昨
年
か
ら
接
し
て
甲
之
の
主
張
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、昨
年
の
一
月
二
日
に
手
紙
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、二
月
に
な
っ
て
謙
遜

し
た
調
子
の
返
事
を
も
ら
っ
て
大
い
に
感
激
し
、以
後
、文
通
が
始
ま
っ
て
自
分
も
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、癖
が
強
い
言
葉
遣
い

と
文
体
で
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

本
よ
り
仏
教
の
方
の
典
籍
を
あ
さ
り
尽
し
、西
洋
の
哲
学
を
解
し
尽
く
す
な
ど
の
眼
力
も
気
力
も
御
座
い
ま
せ
ん
。誠
に
無
学
無
智
の
浅

ま
し
い
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
た
ゞ
常
に
直
接
経
験
の
上
に
、平
凡
な
る
現
実
の
生
活
の
上
に
、何
か
そ
れ
を
意
義
あ
ら
し
む
る
も
の
は

な
い
か
と
苦
し
ん
で
居
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
の
矛
盾
な
ど
考
へ
、戒
律
に
よ
つ
て
超
絶
の
到
達
な
ど
も
考
へ
ま
し
て
も
、動
く
現
実
は

致
方
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
結
局
、
他
力
、
聖
人
の
信
に
帰
着
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
し
た
が
、
阿
み
だ
仏
の
実
在
と
い
ふ
処
で
常
に
躓

き
ま
し
た
。近
角
氏
の
歎
異
抄
講
話
な
ど
よ
み
ま
し
て
時
に
涙
を
催
し
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、落
付
て
考
へ
る
と
矢
張
り
此
の
阿
み
だ
仏
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の
実
在
に
突
止
り
ま
す
。（『
素
行
と
親
鸞
』
二
〜
三
頁
）

　
つ
ま
り
、日
頃
の
生
活
そ
の
ま
ま
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
何
か
を
求
め
て
も
見
当
た
ら
ず
、「
生
の
矛
盾
」だ
と
し
て
納
得
し
よ
う
と
思
っ

て
も
で
き
ず
、厳
し
い
禁
欲
修
行
を
行
な
お
う
と
し
て
も
現
実
に
裏
切
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、親
鸞
聖
人
の
説
く
信
に
帰
着
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
「
阿
み
だ
陀
仏
の
実
在
と
い
ふ
処
で
常
に
躓
い
た
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
が
す
べ
て

の
根
本
と
な
る
の
に
、そ
の
実
在
そ
の
も
の
を
信
じ
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
生
の
矛
盾
」と
は
、生
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
こ

と
自
体
が
生
の
現
わ
れ
だ
と
す
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
言
葉
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

こ
れ
を
三
井
氏
が
人
生
だ
と
開
い
て
下
さ
つ
た
の
で
、面
白
く
な
り
ま
し
た
が
然
し
夫
は
ま
だ
理
解
に
止
り
ま
し
た
。三
井
氏
の
直
接
の

交
通
に
よ
つ
て
の
感
激
が
な
か
つ
た
ら
恐
ら
く
ま
だ
黒
暗
の
闇
に
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
事
と
存
じ
ま
す
。
今
で
も
誠
に
薄
明
な
も
の
で
御

座
い
ま
す
が
、只
此
感
激
の
一
念
丈
は
誠
に
自
分
に
は
い
き
た
も
の
で
こ
の
心
か
ら
聖
人
の
遺
文
を
味
は
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。只
夫

だ
け
の
御
座
い
ま
す
。（
同
、
三
頁
）

　
　

　
と
こ
ろ
が
、仏
と
は
こ
の
人
生
、日
常
生
活
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
明
し
て
く
れ
た
甲
之
の
著
述
を
読
み
、活
路
が
見
え
て
き
た
。た

だ
、そ
れ
は
頭
だ
け
の
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、実
際
に
手
紙
の
や
り
と
り
を
始
め
て
非
常
な
感
激
を
味
わ
っ
て
以
来
、親
鸞
聖
人
の
書

か
れ
た
も
の
を
こ
の
感
激
の
立
場
か
ら
味
わ
い
、
有
り
難
く
思
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
こ
れ
を
三
井
氏
が

人
生
だ
と
開
い
て
下
さ
つ
た
」と
は
、先
に
あ
げ
た「
道
元
の
正
法
眼
蔵
弁
道
話
」が
、「
世
法
を
ふ
く
む
仏
法
と
は
即
ち
人
生
の
こ
と
で
あ
る
。

仏
と
は
人
生
の
こ
と
で
あ
る
」（
二
十
四
頁
）
と
説
い
て
い
る
こ
と
を
指
そ
う
。
卯
之
は
続
け
て
、
浅
ま
し
い
自
分
を
含
め
た
こ
の
「
現
実
」
に

「
随
順
」
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
接
取
不
捨
の
光
明
に
抱
か
れ
つ
つ
「
不
断
不
可
分
の
史
的
開
展
」
を
生
き
、「
人
格
的
流
動
の
無
極
の
開
展
を
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味
ふ
」こ
と
な
の
だ
と
い
う
点
を
強
調
し
、同
信
の
者
の「
表
現
」こ
そ
が
そ
の
こ
と
を
感
激
の
う
ち
に
体
感
さ
せ
て
く
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
無
極
の
開
展
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
ヴ
ン
ト
の
用
語
を
甲
之
が
強
引
に
親
鸞
に
あ
て
は
め
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
卯
之
は
、
こ
う
し
て
自
分
は
表
現
の
心
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
八
月
頃
か
ら
『
人
生
と
表
現
』
誌
の
同
信
の
人
々
に

導
か
れ
な
が
ら
歌
を
作
り
は
じ
め
た
と
書
い
て
い
る
。
卯
之
は
、能
や
絵
画
や
文
学
な
ど
の
芸
術
を
愛
す
る
人
間
で
あ
り
、ま
た
周
囲
に
理
解

さ
れ
ず
孤
独
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、三
十
六
才
に
し
て
初
め
て
、不
可
解
な
現
実
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
自
分
な
り
に
和
歌
で
表
現
す

る
こ
と
が
、如
来
の
光
明
に
包
ま
れ
な
が
ら
人
格
の
無
限
の
展
開
を
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
、そ
の
こ
と
を
、自
分
を

評
価
し
て
く
れ
る
同
信
の
仲
間
た
ち
の
言
葉
を
通
じ
て
痛
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、同
信
の
仲
間
と
の
平
等
な
一
体
感
に
ふ
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。先
の
引
文
で
は
近
角
常
観
の
主
張
に
つ
い
て
は
、感
情
は
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
た
も
の
の
理
論
に
つ
い
て
は
不
満
を
持
っ
て
い
た
よ
う

に
述
べ
て
い
る
が
、
甲
之
に
し
て
も
卯
之
に
し
て
も
、
自
ら
の
極
悪
さ
の
自
覚
に
徹
し
き
っ
て
こ
そ
阿
弥
陀
の
慈
悲
に
あ
ず
か
れ
る
と
説
き
、

親
鸞
も
大
い
に
苦
し
み
、大
い
に
悶
え
、大
い
に
安
心
し
た
の
だ
と
し
て
感
情
の
ま
ま
に
苦
楽
の
人
生
に
直
面
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
近
角

（
　
）

の
基
本
姿
勢12

は
、
し
っ
か
り
し
み
こ
ん
で
い
る
。
清
沢
満
之
と
と
も
に
活
動
し
、
欧
州
遊
学
の
経
験
も
持
つ
近
角
は
、
西
洋
思
想
を
考
慮
し
つ

つ
真
宗
教
義
の
近
代
宗
教
化
を
推
し
進
め
た
人
物
で
あ
り
、
社
会
に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
か
く
し
て
、
卯
之
は
現
実
の
人
生
と
、
表
現
と
、
人
生
に
意
義
を
あ
た
え
る
何
か
と
の
関
連
を
自
分
な
り
に
つ
か
ん
だ
の
だ
が
、
こ
れ
は
直

ち
に
、
そ
う
し
た
感
激
を
も
た
ら
す
基
盤
で
あ
る
日
本
語
の
絶
対
視
、
和
歌
の
絶
対
視
に
つ
な
が
り
、
肇
国
以
来
の
日
本
史
と
の
一
体
感
、
連

綿
と
続
く
皇
室
へ
の
帰
依
の
感
情
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、日
常
生
活
を
意
義
あ
ら
し
め
て
く
れ
る
何
も
の
か
は
、実
は
連
続
す
る

生
命
と
し
て
の
日
本
、
そ
の
現
わ
れ
と
し
て
の
日
本
語
な
の
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
『
総
合
的
親
鸞
研
究
』
中
の
「
煩
悩
成
就
身
」
と

い
う
小
文
で
は
、
次
の
よ
う
な
断
言
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

南
無
阿
弥
陀
仏
は
南
無
日
本
に
か
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
ら
が
あ
る
ま
ゝ
の
開
展
に
順
じ
つ
ゝ
唯
一
心
に
む
つ
び
合
ふ
よ
ろ
こ
び
の
総
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合
的
表
現
は
、
日
本
と
い
う
言
葉
の
ほ
か
に
あ
る
べ
き
で
な
い
。（
同
、
十
一
頁
）

　
　

　
卯
之
は
、
同
書
の
「
果
号
と
し
て
の
「
日
本
」」
で
は
、

「
日
本
」は
我
等
の
祖
先
に
よ
り
て
成
就
さ
れ
た
善
の
総
合
的
至
極
果
の
み
名
で
あ
る
。…
…「
果
」は
既
に
成
就
さ
れ
て
居
る
か
ら
し
て
、

そ
の
果
に
綜
合
さ
る
べ
き
「
因
」
を
修
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。（
同
、
十
九
頁
）

と
断
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、法
蔵
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、衆
生
を
浄
土
に
接
取
し
な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
と
す

る
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
が
既
に
成
就
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
以
上
、い
か
に
極
悪
で
あ
ろ
う
と
も
我
等
の
往
生
は
決
定
し
て
い
る
と
す
る
親
鸞

の
教
理
に
、神
武
天
皇
に
よ
る
肇
国
の
段
階
で
既
に
徳
は
確
立
さ
れ
て
い
た
と
す
る「
教
育
勅
語
」を
重
ね
合
わ
せ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」を「
南

無
日
本
」
へ
と
換
え
た
の
で
あ
る
。
卯
之
は
、
日
本
語
を
知
ら
な
い
外
国
人
で
も
、
親
鸞
の
同
朋
と
し
て
の
浄
土
信
仰
者
と
な
り
う
る
こ
と
な

ど
ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
、阿
弥
陀
の
誓
願
と
親
鸞
の
教
理
と
を
日
本
語
と
和
歌
の
感
激
の
世
界
の
う
ち
に
閉
じ
込
め
た
の
で
あ
る
。親
鸞
の
著

作
や
彼
ら
同
人
た
ち
の
尊
崇
し
て
や
ま
な
い
明
治
天
皇
の
和
歌
な
ど
を
諸
国
語
に
翻
訳
し
て
世
界
に
弘
め
る
と
い
っ
た
発
想
は
、当
然
な
い
。

た
だ
、和
歌
を
詠
む
の
は
学
問
の
あ
る
一
部
の
人
に
限
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
た
め
、日
本
人
で
あ
れ
ば
、全
員
が
こ
の
運

（
　
）

動
に
参
加
で
き
る
と
考
え
て
い
た
だ
ろ
う13

。『
人
生
と
表
現
』誌
の
同
人
た
ち
が
実
践
し
て
い
た
連
作
和
歌
は
、下
手
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
ず
、

そ
の
時
々
の
感
情
を
あ
り
の
ま
ま
に
数
首
詠
む
も
の
で
あ
り
、個
々
の
歌
の
完
成
度
は
問
題
に
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。和
歌
を
巧
み
に
詠
め

な
い
人
で
す
ら
、
和
歌
作
り
に
参
加
し
う
る
と
い
う
点
が
か
え
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
和
歌
を

詠
む
こ
と
は
、
悠
久
な
る
日
本
と
一
体
化
す
る
た
め
の
宗
教
儀
礼
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、認
め
る
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
実
在
と
い
う
問
題
は
回
避
さ
れ
た
。実
感
を
持
っ
て
感
じ
う
る
悠
久
な
る
日
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本
が
、
阿
弥
陀
仏
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
南
無
日
本
」
と
唱
え
る
信
徒
た
ち
は
、
悲
し
か
ろ
う
と
も
苦
し
か
ろ
う
と
も
、
自
分
の

ま
わ
り
の
日
本
の
現
実
に
随
順
し
、仲
間
た
ち
と
と
も
に
和
歌
を
詠
み
あ
っ
て
ゆ
け
ば
良
い
の
で
あ
り
、あ
れ
こ
れ
分
別
す
る
必
要
は
ま
っ
た

く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、そ
う
し
た
不
可
思
議
な
る
現
実
に
随
順
し
よ
う
と
せ
ず
、利
口
ぶ
っ
て
日
本
を
理
論
的
に
解
明
し
よ
う
と

し
た
り
、批
判
し
た
り
、社
会
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
改
革
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
者
た
ち
に
対
し
て
は
、激
し
い
怒
り
を
と
も
な
っ
た
攻
撃
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
卯
之
は
、仲
間
に
対
し
て
は
相
手
の
説
の
一
部
を
淡
々
と
批
判
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、そ
の
著
作

や
手
紙
を
し
き
り
に
引
用
し
、過
剰
な
ま
で
の
敬
語
と
感
傷
的
な
表
現
を
乱
発
し
つ
つ
礼
讃
に
つ
と
め
る
一
方
、敵
と
み
な
し
た
者
た
ち
に
つ

い
て
は
、
き
つ
い
言
葉
で
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
親
鸞
に
な
ら
っ
て
凡
夫
の「
情
意
」
を
尊
ぶ
と
称
す
る
者
と
し
て
は
、
同

信
の
友
の
著
作
や
手
紙
に
つ
い
て
は
感
激
し
て
称
揚
し
、自
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
懺
悔
告
白
に
努
め
、論
敵
に
つ
い
て
は
感
情
を
こ
め
て

全
身
全
霊
で
攻
撃
す
る
の
が
好
ま
し
い
の
で
あ
る
。『
人
生
と
表
現
』
の
同
人
た
ち
の
批
判
の
言
葉
が
き
つ
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
り
、
特
に

甲
之
と
蓑
田
は
、皇
室
に
対
す
る
卑
屈
な
敬
語
の
乱
用
が
目
だ
ち
、ま
た
論
敵
へ
の
漢
語
だ
ら
け
の
非
難
攻
撃
は
言
葉
が
汚
く
て
下
品
こ
の
う

え
な
い
。
た
だ
、利
口
ぶ
っ
て
空
論
に
は
し
る
聖
道
門
的
な
者
た
ち
を
批
判
す
る
と
は
い
え
、そ
の
批
判
に
あ
た
っ
て
は
学
術
的
で
あ
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、罪
業
深
重
な
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
ず
、複
雑
微
妙
な
人
生
や
社
会
を
論
理
で
割
り
切
ろ

う
と
す
る
者
た
ち
を
批
判
す
る
に
当
た
っ
て
は
、そ
の
誤
り
を
学
術
的
な
方
法（
だ
と
自
分
た
ち
が
思
い
込
ん
で
い
る
形
）で
徹
底
的
に
論
破

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
手
を
公
職
か
ら
追
放
す
べ
き
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
ら
の
言
う
学
術
維
新
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、複
雑
微
妙
す
ぎ
て
論
証
で
き
な
い
と
し
て
検
討
を
放
棄
す
る
場
合
も
あ
り
、卯
之
は
そ
う
し
た
論
法
を

用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。論
理
的
に
実
証
す
る
の
は
西
洋
風
で
あ
り
、自
分
た
ち
は
親
鸞
の
よ
う
に「
情
意
」を
尊
ぶ
の
だ
と
称
す
る
以
上
、

体
系
的
な
論
証
で
な
く
、切
れ
切
れ
の
感
想
の
羅
列
と
な
っ
た
り
、心
情
の
告
白
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、む
し
ろ
そ
の
方
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
卯
之
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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い
ま
は
た
だ
思
ひ
つ
く
ま
ま
に
書
き
附
け
て
ゆ
く
の
で
支
離
滅
裂
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、或
は
こ
れ
が
わ
れ
ら
の
思
想
的
弱
点
の
長
所
で

も
あ
ら
う
か
と
安
ん
じ
て
居
る
外
に
力
も
な
い
。
こ
れ
は
弁
解
で
は
な
く
告
白
で
あ
る
。（『
道
元
と
日
本
哲
学
』「「
谿
声
山
色
」（
三
）」、

四
十
八
頁
）

　
　

　
青
人
草
社
刊
行
の
本
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「『
青
人
草
』
宣
言
（
大
正
十
四
年
三
月
十
五
日
の
日
付
あ
り
）」
が
、「
わ
れ
ら
の
言
葉
が
告

マ
マ

白
か
批
判
か
の
い
づ
れ
か
で
な
い
よ
う
の
と
き
に
わ
れ
ら
は
そ
を
わ
れ
ら
の
恥
と
す
る
」と
言
明
し
て
い
る
の
は
、上
記
の
よ
う
な
卯
之
の
姿

勢
に
も
と
づ
く
。
卯
之
の
著
作
は
、
全
体
の
構
成
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
せ
ず
、「
い
ま
、
原
稿
締
切
の
日
ま
で
余
裕
が
あ
る
の
で
そ
の
日
そ
の

日
に
お
も
ひ
お
こ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
を
か
き
つ
け
て
ゐ
る
」（『
親
鸞
と
欧
洲
諸
思
想
』「
随
感
随
録
」
九
十
七
頁
）
と
い
っ
た
や
り
方
で
、
そ
の
時
々

に
思
い
浮
か
ぶ
政
治
・
社
会
に
関
す
る
床
屋
政
談
風
な
感
想
や
批
判
を
、
独
特
の
悪
文
で
断
片
的
に
追
加
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。

四
　
道
元
観

　
こ
の
よ
う
な
卯
之
の
道
元
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。「
芸
術
は
人
生
の
表
現
に
外
な
ら
ぬ
」
と
す
る
心
理
学
の
Ｗ
・
ヴ
ン
ト
の

芸
術
論
に
基
づ
い
て
『
人
生
と
表
現
』
と
い
う
雑
誌
名
を
つ
け
た
甲
之
と
同
様
に
、
卯
之
は
日
本
を
帰
依
・
礼
拝
の
対
象
と
す
る
超
国
家
主
義

者
で
あ
り
な
が
ら
、実
際
に
は
西
洋
の
思
想
や
芸
術
を
好
ん
で
お
り
、そ
れ
ら
の
内
容
を
親
鸞
や
彼
が
評
価
す
る
日
本
人
の
思
想
の
う
ち
に
読

み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
多
い
。親
鸞
が
こ
の
う
え
な
く
尊
崇
し
て
い
た
た
め
彼
ら
も
尊
崇
し
た
聖
徳
太
子
が
、海
外
文
化
を
盛
ん
に
と
り
い
れ

て
い
た
こ
と
も
、そ
の
口
実
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
が
高
学
歴
の
人
々
を
多
数
仲
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、単
純

な
復
古
主
義
者
で
な
く
、西
洋
の
思
想
や
文
化
の
魅
力
を
知
っ
て
お
り
、強
引
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
の
こ
と
と
は
い
え
、そ
れ
を
盛
ん
に
用

い
て
い
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
よ
う
。
卯
之
が
道
元
を
論
じ
る
際
は
、
特
に
そ
う
し
た
傾
向
が
強
く
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
ず
、
第
一
に
目
に
つ
く
の
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
影
響
で
あ
る
。『
人
生
と
表
現
』
大
正
五
年
﹇
一
九
一
六
﹈
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
卯
之
の

最
初
の
道
元
論
で
あ
る
「
道
元
の
「
有
時
」
よ
り
」
は
、「
道
元
の
信
念
の
哲
理
的
根
拠
を
、「
正
法
眼
蔵
有
時
」
に
就
い
て
味
ひ
考
へ
て
見
た
と

こ
ろ
を
の
べ
て
見
る
」
で
始
ま
る
（『
道
元
と
日
本
哲
学
』、
一
頁
）。
そ
し
て
、「
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
、「
こ
れ
は
全
存
在
を
展
転
の
意
義
に
於
い
て
見
る
の
で
あ
る
」
と
し
、
進
化
な
ど
で
は
な
く
、「
全
存
在
の
排
列
が
総
合
的
に
脈
絡
せ

し
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
い
ま
の
わ
が
直
観
の
当
処
に
つ
い
て
の
み
い
は
れ
得
る
」
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
（
同
、
一

│
二
頁
）。
こ
れ
は
明
ら
か
に
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
ヴ
ン
ト
の
思
想
を
流
用
し
た
解
釈
で
あ
る
。
実
際
に
、
卯
之
は
随
所
で
こ
の
二
人
に
言
及
し
て

お
り
、「
宗
教
的
信
念
に
つ
い
て
」（『
中
央
仏
教
』
掲
載
号
不
明
）
で
は
、「
彼
の
『
正
法
眼
蔵
』
中
の
「
有
時
」
一
篇
に
あ
ら
は
れ
た
「
時
」
の
哲

理
の
如
き
は
、
今
ヴ
ン
ト
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
理
を
偲
ば
し
む
る
も
の
が
あ
る
」（
同
、
一
一
三
頁
）
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。

　
ヴ
ン
ト
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
評
価
は
甲
之
の
影
響
だ
が
、ベ
ル
グ
ソ
ン
を
特
に
重
視
す
る
の
は
卯
之
の
特
徴
で
あ
る
。ベ
ル
グ
ソ
ン
と
道
元
の

類
似
を
指
摘
し
た
例
の
一
つ
に
、
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
同
信
の
中
島
徳
三
郎
に
宛
て
た
手
紙
が
あ
る
。

「
ベ
ル
グ
ソ
ン
」
の
は
、
私
も
訳
で
、
然
も
通
読
も
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
れ
は
道
元
の
方
に
、
よ
り
親
近
の
様
で
、
夫
丈
け
親
鸞
の

信
か
ら
は
、も
一
つ
手
前
に
あ
る
や
う
に
存
じ
ま
す
。然
し
誠
に
面
白
い
も
の
だ
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。私
も
あ
れ
を
頭
の
中
で
独
り
で
、

き
め
て
し
ま
つ
て
、
大
い
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
…
…
（『
素
行
と
親
鸞
』、
三
十
一
頁
）

　
　

　
こ
の
よ
う
に
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
話
題
に
さ
れ
る
の
は
、ち
ょ
う
ど
流
行
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、『
人
生
と
表
現
』の
同
人
で
、後
に
慶
応
大
学

教
授
と
な
る
広
瀬
哲
士
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
紹
介
を
書
き
、訳
書
も
出
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
右
の
手
紙
は
、卯
之
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
道
元
に

（
　
）

ひ
き
つ
け
て
解
釈
し
、ま
た
道
元
を
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る14

。
こ
の
こ
と
は
、『
綜
合
的
親
鸞
研
究
』

の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
て
、卯
之
の
信
仰
宣
言
と
も
い
う
べ
き
位
置
を
占
め
て
い
る「
信
」と
い
う
短
編
か
ら
も
知
ら
れ
る
。こ
の「
信
」で
は
、
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「
信
ず
る
と
い
ふ
こ
と
は
い
の
ち
を
感
ず
る
こ
と
な
り
」
と
い
う
断
言
で
始
ま
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

　
自
我
は
絶
対
完
了
を
要
求
す
る
、
過
程
未
完
了
と
し
て
は
我
慢
出
来
ぬ
。
だ
か
ら
そ
れ
は
時
空
超
越
的
絶
対
価
値
で
あ
る
べ
き
だ
。

…
…
こ
の
絶
対
価
値
に
復
元
す
る
こ
と
が
ど
の
瞬
間
に
於
て
も
可
能
な
の
だ
、そ
れ
が
涅
槃
の
意
味
だ
。…
…
そ
の
考
へ
で
は
芸
術
も
無

価
値
に
な
る
、
正
直
の
と
こ
ろ
つ
ひ
今
迄
此
考
へ
で
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
の「
時
」を
味
ふ
事
に
よ
つ
て
全
展
開
無
極
の
開
展
を
考
へ
る
事
に
な
つ
た
。
全
開
展
に
没
入
し
融
合
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
自
我
は
全
開
展
に
応
ず
る
の
だ
か
ら
創
造
と
い
う
て
も
前
後
と
区
別
が
截
断
さ
れ
て
の
価
値
は
な
い
の
だ
が
、然
し
不
断
自

然
の
開
展
の
方
面
か
ら
見
る
と
其
時
々
の
特
殊
絶
対
的
唯
一
無
二
の
具
体
的
経
験
的
価
値
が
あ
る
べ
き
だ
。
是
で
歴
史
は
輪
廻
に
過
ぎ

な
い
無
意
義
な
も
の
だ
、と
い
ふ
考
へ
が
破
れ
た
し
芸
術
的
表
現
は
こ
の
現
実
に
対
す
る
具
体
的
動
乱
の
最
高
最
深
の
開
展
と
し
て
価
値

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、さ
ら
に
全
開
展
よ
り
見
れ
ば
一
々
の
過
程
は
無
価
値
で
あ
る
か
ら
善
悪
に
煩
は
さ
る
ゝ
に
及
ば
な
い
と
い
ふ
事
に

な
つ
て
…
…
わ
れ
ら
は
現
実
の
開
展
に
信
順
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
無
極
の
い
の
ち
を
味
ひ
得
る
の
だ
。だ
か
ら
未
来
と
見
る
の
だ
、と
か

う
考
へ
得
た
と
き
は
苦
し
か
つ
た
が
う
れ
し
か
つ
た
。

　
信
は
永
久
の
悲
哀
に
め
ざ
む
る
こ
と
だ
。
…
…
信
ず
る
と
い
ふ
も
直
ち
に
悲
喜
愛
憎
の
次
々
に
開
展
し
て
ゆ
く
。
そ
の
無
価
値
の
滅

入
の
所
に
歓
喜
を
味
ふ
。
こ
ゝ
に
他
力
の
大
信
は
無
価
値
の
滅
入
に
よ
つ
て
の
開
展
の
実
現
で
あ
る
。
…
…
（
二
頁
）

　
独
特
の
用
語
と
言
い
回
し
の
連
続
で
あ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
が
、ベ
ル
グ
ソ
ン
の
時
間
論
と「
前
後
際
断
」に
つ
い
て
論
じ
る
道
元
の
時
間

論
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
表
現
重
視
と
い
う
点
で
道
元
の
「
道
得
」
の
思
想
、
ま
た「
無
極
の
い
の
ち
」
と
い
う
点

で
は
、
無
量
寿
な
る
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
道
元
の
「
生
死
は
仏
の
御
い
の
ち
」
と
い
う
言
葉
も
響
き
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
不
断
自
然
」

と
あ
る
の
は
、
卯
之
が
し
ば
し
ば
言
及
す
る
親
鸞
の
「
阿
弥
陀
仏
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
な
り
」
の
語
も
考
慮
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
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り
、す
べ
て
を
超
絶
し
た
価
値
を
求
め
つ
つ
芸
術
を
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
も
、（
阿
弥
陀
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
）展
開
の
総
体
に
あ
っ
て
は

個
々
の
瞬
間
も
価
値
あ
る
も
の
で
あ
り
、創
造
も
自
立
し
た
実
体
で
な
く
あ
く
ま
で
も
関
係
の
中
で
な
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
、展
開
と
し
て

の
現
実
の
個
々
の
状
況
に
即
し
て
表
現
す
る
芸
術
こ
そ
が
無
窮
の
い
の
ち
に
触
れ
得
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、し
か
も
感
情
が
揺
り
動
か

さ
れ
る
の
に
任
せ
つ
つ
善
悪
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
と
知
っ
て
み
れ
ば
、信
に
徹
し
き
れ
な
い
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
他
力
の
大
信
こ
そ
不
断

に
流
動
し
て
や
ま
な
い
開
展
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
最
後
は
、
親
鸞
風
な
信
の
強
調
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
卯
之
は
道
元
の
思
想
を
評
価
し
て
お
り
な
が
ら
、
親
鸞
と
比
較
す
る
と
な
る
と
、
先
の
手
紙
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
道
元
は
理
論
く

さ
さ
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
親
鸞
を
上
に
置
く
の
が
常
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
道
元
の
哲
学
は
「
時
」
の
哲
学
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
」
と

断
言
す
る
「
道
元
と
親
鸞
」（『
東
亜
の
光
』
大
正
十
五
年
五
月
号
、『
道
元
と
日
本
哲
学
』
四
十
九
頁
）
に
し
て
も
、
道
元
が
「
し
ば
ら
く
今
の
時

に
」
と
言
う
場
合
、「「
い
ま
」
と
云
ふ
こ
の
「
時
」
に
全
開
展
的
生
命
に
わ
れ
を
融
合
せ
し
め
る
と
云
ふ
こ
こ
ろ
が
偲
ば
れ
る
」（
同
、
五
十
頁
）

と
述
べ
、
ま
た
す
ぐ
後
の
箇
所
で
、

　
「
生
死
は
仏
の
お
ん
い
の
ち
な
り
」と
云
ふ
こ
と
ば
に
は
、ま
た
親
鸞
の
不
断
煩
悩
得
涅
槃
な
る
語
が
思
ひ
合
は
さ
れ
て
来
る
。「
お
ん
い

の
ち
」と
云
ふ
言
葉
に
や
や
現
実
的
感
覚
が
刺
激
さ
れ
る
が
不
断
煩
悩
と
云
へ
ば
、こ
れ
は
人
生
の
直
接
経
験
で
あ
る
。
…
…（
道
元
が
）

論
理
的
に
覚
了
、
悟
得
と
云
ふ
の
に
対
し
て
（
親
鸞
は
）
情
意
的
に
信
楽
と
云
ふ
の
で
あ
る
。（
同
、
五
十
二
頁
）

　と
説
い
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
先
の
「
信
」
の
議
論
が
独
自
な
道
元
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
推
測
の
正
し
い

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
卯
之
は
道
元
を
論
理
的
な
思
想
を
説
い
た
哲
学
者
と
断
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

道
元
の
心
境
は
一
寸
見
る
と
哲
学
で
あ
る
が
、ま
た
実
際
哲
学
的
要
素
が
多
い
が
、唯
一
人
的
人
格
に
帰
命
し
、
ま
た
そ
れ
か
ら
の
生
命
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を
相
続
す
る
権
威
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
は
ま
さ
し
く
宗
教
と
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
が
し
か
し
論
理
的
究
極
内
容
を
伴
ふ
と
云
ふ

と
こ
ろ
が
道
元
の
云
ふ
仏
法
の
特
色
で
あ
る
（
同
、
五
十
六
頁
）

　と
あ
る
よ
う
に
、宗
教
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、そ
の
論
理
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
お
り
、思
想
だ
け
に
着
目
す
る
哲

学
出
身
者
た
ち
の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
生
命
」
と
い
う
点
を
強
調
す
る
の
は
、
大
正
生
命
主
義
の
影
響
に
よ
る
面
も
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
見
た「
信
」の
「
自
我
は
絶
対
完
了
を
要
求

す
る
、
過
程
未
完
了
と
し
て
は
我
慢
出
来
ぬ
」
と
い
う
箇
所
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
に
発
表
さ
れ
た
有
島
武
郎
の
長
編
小
説
『
宣
言
』

（
　
）

の
う
ち
、ベ
ル
グ
ソ
ン
の
影
響
を
受
け
て
書
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
箇
所15

に
良
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、卯
之
が
文
学
や
絵

画
を
含
む
時
代
の
風
潮
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。こ
う
し
た
こ
と
は
、眼
蔵
家
と
呼
ば
れ
る
老
大
家
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
曹
洞
宗
や
そ
れ
以
外
の
道
元
研
究
者
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
卯
之
は
、
文
学
・
芸
術
な
ど
に
ま
っ
た
く
無
関
心
で

あ
っ
た
清
沢
満
之
と
は
違
い
、
芸
術
肌
で
あ
っ
た
和
辻
に
近
い
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、『
東
亜
の
光
』
昭
和
二
年
﹇
一
九
二
七
﹈
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「「
沙
門
道
元
」
を
読
み
て
」
で
は
、
和
辻
と
異
な
る
点
も
目
だ
つ
。
そ

の
第
一
は
、讃
美
す
る
だ
け
の
和
辻
と
違
い
、自
分
は
道
元
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、接
取
で
き
る
も
の
だ
け
を
と
る
と
冒
頭
で
明
言
し
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（『
道
元
と
日
本
哲
学
』
六
十
二
頁
）。
次
に
、「
仏
祖
へ
の
盲
従
」「
隣
人
へ
の
愛
」「
人
類
の
文
化
へ
の
信
頼
の
回
復
」
と

い
っ
た
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、和
辻
が
あ
ま
り
に
も
西
洋
的
な
割
り
切
り
方
を
し
て
い
る
の
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。和
辻
に
あ
っ
て
は
、

親
鸞
に
対
し
て
も「
絶
対
の
力
が
乗
り
移
る
」と
い
っ
た
決
め
つ
け
が
な
さ
れ
る
が
、卯
之
は
そ
れ
は『
歎
異
抄
』し
か
見
て
い
な
い
こ
と
に
よ

る
と
し
て
、『
唯
信
鈔
文
意
』『
一
念
多
念
証
文
』『
末
灯
鈔
』『
消
息
集
』
な
ど
も
精
読
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
さ
ら
に
大
き
な
違
い
は
、
和
辻

は
道
元
は
芸
術
を
否
定
し
た
と
す
る
の
に
対
し
、
卯
之
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
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道
元
は
芸
術
的
労
作
を
否
認
し
た
に
も
か
か
は
ら
ず
、道
元
の
尊
重
す
る
行
持
は
芸
術
の
修
練
方
法
と
し
て
は
或
は
創
作
の
動
機
と
し
て
、

こ
と
に
造
型
芸
術
の
方
面
の
そ
れ
と
し
て
そ
の
口
伝
的
秘
奥
を
示
す
も
の
と
見
て
も
よ
い
も
の
が
あ
る
。
道
元
の
行
持
は
す
で
に
一
箇

の
芸
術
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。（
同
、
七
十
二
頁
）

　
　

　
和
辻
が
こ
う
し
た
見
方
を
せ
ず
、
道
元
の
ひ
た
む
き
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
親
鸞
に
つ
い
て
書
く
際
は
も
っ
ぱ
ら
『
歎
異
抄
』
に
頼
っ

た
よ
う
に
、「
沙
門
道
元
」
は
『
随
聞
記
』
の
道
元
像
に
基
づ
く
部
分
が
多
い
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。『
正
法
眼
蔵
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

少
し
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
や
め
て
し
ま
っ
た
の
は
、和
辻
の
図
式
で
割
り
切
れ
な
い
部
分
の
多
さ
に
気
づ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
で
は

な
か
ろ
う
か
。
東
大
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
村
上
専
精
の
『
道
元
禅
師
と
親
鸞
上
人
』（
日
月
社
、
大
正
四
年
﹇
一
九
一
五
﹈）
以
来
、
道
元
に
つ

い
て
は
他
の
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
と
比
較
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、卯
之
も
そ
の
一
人
だ
が
、卯
之
は
村
上
の
よ
う
に
自
力
・
他
力
な
ど

の
単
純
な
対
比
を
羅
列
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

親
鸞
の
思
想
か
ら
は
さ
す
が
に
道
元
の
見
地
を
十
把
一
か
ら
げ
に
自
力
の
部
類
に
は
入
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
…
…
む
し
ろ
著
し
き
近
似
を

み
と
め
得
る
の
で
あ
る
。
道
元
の
は
親
鸞
の
直
観
内
容
を
論
理
的
に
表
現
し
た
も
の
と
云
つ
て
も
よ
い
。（
同
、
六
十
八
頁
）

　　
そ
し
て
、「「
沙
門
道
元
」
を
読
み
て
」
は
、
次
の
言
葉
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

和
辻
氏
の
「
葛
藤
」
の
解
は
面
白
い
と
思
つ
た
。
か
へ
り
み
て
こ
の
一
雑
文
が
あ
ま
り
に
も
葛
藤
的
で
あ
る
の
を
慚
愧
す
る
。
無
窮
葛
藤

の
一
断
條
と
見
ら
る
ゝ
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。（
同
、
六
十
八
頁
）
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こ
れ
は
無
論
、
謙
譲
と
自
信
と
が
ま
じ
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
自
信
は
、
国
語
に
よ
る
表
現
と
い
う
点
に
注
意
し
て
い
る
こ
と
、
道
元
解

釈
が
日
本
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
て
現
実
の
国
際
情
勢
に
応
じ
た
解
釈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り
も
、自
分
は
葛
藤
を
解
釈
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
実
践
し
て
い
る
の
だ
と
自
負
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
卯
之
の
道
元
論
は
、
す
べ
て
「
日
本
」
に
帰
着
す
る

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
触
れ
た
「
道
元
の
歴
史
哲
学
│
『
曹
洞
宗
宗
意
私
見
』
を
よ
み
て
│
」
で
は
、
道
元
の
自
覚
の
内
容
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。
　

夫
は
自
己
と
し
て
の
言
葉
即
ち
国
語
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
語
に
清
新
の
内
容
を
与
へ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
日
本
人
と
し
て

の
曹
洞
宗
を
重
ん
ず
る
と
い
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
道
元
の
言
葉
の
威
厳
に
全
的
感
激
を
経
験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
同
、
八
│

九
頁
）

　
す
な
わ
ち
、道
元
の
偉
大
さ
も
そ
れ
に
対
す
る
感
激
も
、必
ず
日
本
・
日
本
人
・
日
本
語
と
い
う
こ
と
に
関
わ
る
形
で
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
卯
之
が
重
視
す
る
道
元
の
時
間
論
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、『
綜
合
的
親
鸞
研
究
』
に
収
め
る
「
日
蓮
聖
人
の
言
葉
を
お
も
ふ
」
で

は
、
田
中
智
学
の
「
楽
天
主
義
」
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、
道
元
の
言
葉
を
引
き
つ
つ
次
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
。

「
そ
れ
仏
法
を
学
す
る
法
は
先
ず
時
を
な
ら
ふ
べ
し
」
そ
の
時
と
い
ふ
を
現
実
に
、
即
ち
日
本
人
た
る
こ
と
に
即
ち
世
界
情
勢
に
於
け
る

国
民
的
位
地
に
痛
感
せ
し
め
よ
。（
同
、
六
六
頁
）

　
　

　
こ
の
立
場
が
、海
外
文
化
を
接
取
し
つ
つ
日
本
文
化
の
威
厳
を
創
造
し
た
と
卯
之
が
評
価
す
る
聖
徳
太
子
と
結
び
つ
く
時
、「
南
無
日
本
」と

と
と
も
に
同
人
の
間
で
重
視
さ
れ
た
卯
之
の
言
葉
、「
国
際
的
世
間
虚
仮
、
唯
日
本
是
真
」
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
卯
之
は
、
理
論
的
で
西
洋
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哲
学
と
比
較
し
や
す
い
道
元
を
評
価
し
つ
つ
親
鸞
を
そ
の
上
に
置
き
、親
鸞
こ
そ
が
真
理
と
し
て
の
日
本
を
明
ら
か
に
し
た
と
し
て
日
本
礼
拝

を
説
く
が
、
こ
の
異
様
な
論
理
の
展
開
の
こ
こ
か
し
こ
で
、
強
引
な
道
元
解
釈
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
続
く
）

　（
１
）
鏡
島
の
こ
の
論
述
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
山
内
舜
雄
『
道
元
禅
の
近
代
化
過
程
』
第
五
章
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
道
元
禅
師
研
究
の
回
顧
│
『
道
元

禅
師
研
究
』
を
顧
み
て
│
」（
大
蔵
出
版
、
二
○
○
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
松
本
晧
一
「
橋
田
邦
彦
と
『
正
法
眼
蔵
』」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
巻
二
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）。

（
３
）
小
川
雅
子
「
西
尾
実
の
道
元
研
究
に
み
る
言
語
生
活
の
探
求
」（『
山
形
大
学
紀
要 

教
育
科
学
』
十
一
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
一
月
）。

（
４
）
鏡
島
、
注
æ‚
前
掲
論
文
。

（
５
）
こ
の
風
潮
は
、
昭
和
十
年
代
に
な
っ
て
再
度
盛
ん
に
な
り
、
文
部
省
『
国
体
・
日
本
精
神
に
関
す
る
参
考
図
書
目
録
』（
昭
和
十
年
）
で
は
、
和
辻
『
日
本

精
神
史
』
の
ほ
か
、
圭
室
諦
成
『
道
元
』、
秋
山
範
二
『
道
元
の
研
究
』、
橋
田
邦
彦
『
自
然
と
人
』『
空
月
集
』
な
ど
、
道
元
に
関
す
る
本
が
何
冊
も
入
っ

て
い
る
。

（
６
）
道
元
に
関
す
る
引
用
の
頁
は
、
橋
田
邦
彦
が
着
目
し
た
青
人
草
社
版
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
７
）
木
村
徳
雄
「
序
」（
木
村
卯
之
『
道
元
と
日
本
哲
学
』、
青
人
草
社
、
昭
和
十
二
年
﹇
一
九
四
一
﹈）
三
頁
。

（
８
）
蓑
田
は
『
学
術
維
新
原
理
日
本
』（
原
理
日
本
社
、
昭
和
八
年
﹇
一
九
三
三
﹈）
の
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、
大
学
で
人
生
に
迷
っ
て
い
た
自
分
を
導
い
た

の
は
、「
同
学
先
輩
井
上
右
近
氏
の
聖
徳
太
子
に
関
す
る
研
究
発
表
中
の
『
動
乱
的
人
生
観
』
の
一
語
で
あ
つ
た
。
…
…
こ
こ
に
『
思
想
の
自
然
は
言
葉
で

あ
り
、
言
葉
の
自
然
は
言
語
で
あ
る
。』
と
い
ふ
木
村
卯
之
助
氏
の
言
葉
を
思
ふ
。
著
者
は
、
木
村
、
井
上
両
氏
に
導
か
れ
て
三
井
甲
之
氏
を
中
心
と
す
る

人
生
と
表
現
社
の
同
信
交
友
世
界
に
入
」
っ
た
（
三
十
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
。

（
９
）
原
理
日
本
社
に
関
す
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、
塩
出
環
『
原
理
日
本
社
の
研
究
│
歌
人
・
三
井
甲
之
と
蓑
田
胸
喜
│
』（
神
戸
大
学
博
士
論
文
、
二
○

○
三
年
十
二
月
提
出
）
で
あ
ろ
う
。
塩
出
の
研
究
の
う
ち
、
論
文
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、「
帝
大
粛
正
運
動
と
原
理
日
本
社
」（『
日
本
文
化
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論
年
報
第
四
号
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
日
本
文
化
論
講
座
、
二
○
○
一
年
）、「
蓑
田
胸
喜
と
原
理
日
本
社
」（『
国
際
文
化
学
』
第
九
号
、
国
際
文
化
学

会
、
二
○
○
三
年
）、「
三
井
甲
之
と
原
理
日
本
社
」（『
古
家
実
三
日
記
研
究
』
第
五
号
、
古
家
実
三
日
記
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
原
理
日
本
社

の
理
論
的
な
支
え
で
あ
っ
た
三
井
甲
之
の
思
想
と
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
米
田
利
昭
「
抒
情
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
│
三
井
甲
之
（
一
）
│
」
以

下
の
連
作
（『
文
学
』
一
九
六
○
年
十
一
月
号
、
一
九
六
一
年
二
月
号
・
三
月
号
、
岩
波
書
店
）、
片
山
素
秀
「
原
理
日
本
社
論
の
た
め
に
│
三
井
甲
之
を
中

心
と
す
る
覚
え
書
き
│
」（『
近
代
日
本
研
究
』
九
巻
、
一
九
九
三
年
三
月
）
が
す
ぐ
れ
た
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
仏
教
面
か
ら
の
分
析
と
し
て
は
、
石
井
公

成
「
親
鸞
を
讃
仰
し
た
超
国
家
主
義
者
た
ち
（
一
）
│
原
理
日
本
社
の
三
井
甲
之
の
思
想
│
」（『
駒
澤
短
大
仏
教
論
集
」
八
号
、
二
○
○
二
年
十
月
）
が
あ

る
。
ま
た
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
植
村
和
秀
・
井
上
義
和
・
福
間
良
明
・
今
田
絵
理
香
編
『
蓑
田
胸
喜
全
集
』
七
巻
（
二
○
○
四
年
、

柏
書
房
）
に
は
、
各
巻
末
に
解
題
・
伝
記
・
略
歴
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

（
10
）
卯
之
は
山
鹿
素
行
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
研
究
用
に
素
行
の
『
四
書
句
読
大
全
』
六
巻
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
、
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い
う
安

価
な
本
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
に
「
木
村
卯
之
大
人
書
入
本
」
と
い
う
紙
が
貼
っ
て
あ
り
、
万
年
筆
と
鉛
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
あ
っ
た
。
卯
之

の
蔵
書
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
『
四
書
句
読
大
全
』
の
よ
う
に
、
散
佚
な
い
し
は
消
滅
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

（
11
）
大
正
八
年
﹇
一
九
一
九
﹈
十
月
十
二
日
付
け
の
田
代
二
見
あ
て
書
簡
（
木
村
卯
之
『
素
行
と
親
鸞
』
青
人
草
社
、
昭
和
十
年
﹇
一
九
三
五
﹈）
六
十
四
頁
。

（
12
）
片
山
、
注
９
前
掲
論
文
。

（
13
）
誰
で
も
和
歌
を
詠
む
日
本
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
前
田
雅
之
「「
日
本
」
を
こ
し
ら
へ
る
」（『
和
歌
の
力
（
和
歌
を
ひ
ら
く
　
第
一
巻
）』、
岩
波
書
店
、

二
○
○
五
年
）
三
十
八
頁
。

（
14
）
袴
谷
憲
昭
の
本
覚
思
想
批
判
が
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
時
間
論
の
意
義
を
強
調
し
た
「『
大
乗
起
信
論
』
に
対
す
る
批
判
的
覚
え
書
」（
平
川
彰
編
『
如
来
蔵
と
大

乗
起
信
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
○
年
。
執
筆
は
五
年
前
）
で
始
ま
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
袴
谷
ら
の
「
批
判
仏
教
」
は
、
反
国
家
主
義
で
あ
っ
て
甲
之

や
卯
之
と
は
立
場
が
正
反
対
だ
が
、
西
洋
思
想
の
影
響
と
社
会
性
と
い
う
点
で
広
義
の
「P

rotestan
t B

u
d

d
h

ism

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
仏
教
）」
に
属
す
た

め
、
そ
の
思
想
史
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
西
洋
思
想
の
影
響
が
強
い
甲
之
や
卯
之
ら
と
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
15
）
植
栗
彌
「
有
島
武
郎
作
「
宣
言
」
の
構
造
分
析
│
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
時
間
の
自
由
」
か
ら
の
影
響
を
追
い
な
が
ら
│
」（『
上
智
大
学
国
文
論
集
』
十
六
巻
、

一
九
八
三
年
一
月
）。


